
188 津軽海峡の風

第3の場合は極めて対称的で俗にいう嵐の前の静けさを

現出する．第11図について説明しよう．

　この場合は一般に発達過程をとるのが特徴でオホーツ

ク海にはいって一週間も吹き荒れることがある．（冬季）

しかし津軽海峡によく副低気圧が発生するが，こうなる

とほとんど吹き出さない．場の変化は×，十，×，半で

風は東から南をまわって北西のち西に変るが，東ないし

南は弱く低気圧が最も接近「し，しかも西に変った140。線

近くで急に吹き出し，しかも最大となる（西風）．一方平

館では南東のち北西のち南と変るが，平館の南東風は予

想外に強いのが特徴である．

　ii）低気圧が南を通る場合　これに反し低気圧が海峡

より南を通った場合は場の風は北又は東にはじまる．ほ
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とんどが南偏した日本海低，及び南海低である．第12図

について説明しよう．場は×，×，姥，×と変り海峡方

面は東のち北をまわって西となる．この場合は東風の時

から強い．しかして1440をすぎて風が北に変りはじめ

るころから急減し，北西ないし西に変って再び強まる．

大体において東，西とも同じ程度であり又平館では南東

のち北西と180。急変する．なお低気圧が南偏し南海道

を通る時は極端に弱い．

　　　　　　　　§7．摘　要

　1．海峡では非常に風が強く15米（max）以上の暴風

日数は竜飛で年の年分，大間で3分の1，又冬期では竜

飛で20日ないし25日，大間でも15日ないし17日に及ぶ．

　2・海峡は北及び南の風は吹きにくい所でほとんど西

及び東にかぎられる．

　3・×　十　ヌ　半では津軽海峡は西ないし南西，升

キ　Xでは東ないし北東，平館海峡では×　十で北西，

十　キ　訴では南東が吹く．

　4・竜飛，大間をッ，青森をκとすれば

　　　i）季節風の時　　夕二〇．83κ＋12．39　（竜飛）

　　　　　　　　　　　夕二〇．69κ＋11．40　（大間）

　　　ii）低気圧の西風　ツニ1．2κ＋7．46　（竜飛）

　　　iii）オホーツク海高気圧と日本海低気圧

　　　　　　　　　　　ッ＝0．77κ＋8．3　　（竜飛）

　5。海峡で強風域は西風の場合で焼山，東風の時で葛

登支沖，平館海峡である．

　6．竜飛と船の風との間には密接な関係（ρ＝0．84士

0．14）がある．

　7．低気圧が海峡の北を通る時は一般に140。線前が

弱く，すぎてから急に強まる．又南を通る場合は，前後

とまも大した差がなくむしろ通過して北風にまわる頃弱

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一以上一

第12図　南を通る場合の風速変化
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訂　正　“天気”4巻5号中つぎのような誤がありましたので謹んで訂正します
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